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本発明は、洗浄時の不活性ガス
の使用量を低減できて、洗浄時の
タンク外への可燃性ガスの漏洩を
防止できる浮屋根式タンクの洗浄
方法を提供することを目的として
います。

本発明に係る洗浄方法は、揮発
性を有した可燃性の液体を貯溜す
る石油タンク等の浮屋根式タンク
の点検前にタンク内を洗浄する際
の方法に関するものです。
タンクの底板、その底板の外周縁から上方
へ延びる筒状の側板、及び、その側板の内周
側に配置される浮屋根、により囲まれた部位
を貯蔵部位として、洗浄時に、内部に不活性
ガスを注入して内周面を洗浄する浮屋根式タ
ンクの洗浄方法です。
浮屋根上面側における浮屋根外周縁と側板
内周面との隙間を可撓性シートで覆い、その
可撓性シートの両縁を、それぞれ、浮屋根上
面側と側板内周面側とに粘着テープで止め、
さらに側板に対して吸着可能な磁石を配置さ
せて押え、その後、内部に不活性ガスを注入
して内周面を洗浄することを特徴としていま
す（第2図参照）。粘着テープのみだと付着油
分によりはがれる可能性があるので、磁石を
使用したところに工夫のポイントがあります。
洗浄後においても可撓性シートを粘着テー
プおよび磁石を利用して貼着しておけば、浮
屋根外周縁と側板との隙間を可撓性シートで
塞いでおくことができることから、洗浄中の
みならず、点検中にも、タンク内への雨水の
侵入を防ぐことができ、タンク内部での作業
も円滑に行うことができます。

1：タンク、2：底板、3：側板、4：浮屋根、5：支柱、6：マンホール、7：シール部材、
8：窒素ガス注入口、9：ウェザーフード、10：可撓性シート、0：燃料油

10：可撓性シート、11：粘着テープ、12：粘着テープ、
13：永久磁石、14：永久磁石



以下に掲載いたしました特許に関するお問い合わせ等は、研究企画部知的財産グループにお願いします。
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2005年に愛知万博が開催されます。東海地方を基点に行われるこの万博は、21世
紀を象徴する「地球環境」をテーマとしています。この本は、これからの時代の中
心は農業であるとし、環境や健康に関する本物の技術を数多く紹介しています。こ
れからの技術開発の方向性を示す数少ない本と思います。


